補助金交付手続きについて

　【用語の定義】
（１）補助金等　　市が交付する補助金、利子補給金、事業共催の場合の負担金その他
市が相当の反対給付を受けない給付金をいう。

（２）補助事業　　補助金等の交付の対象となる事務又は事業をいう。
（３）補助事業者　補助事業を行う者をいう。

【手続きの流れについて】
（１）交付申請（様式第１号）の提出
補助金の交付を受けようとする者は、事業の実施前までに「補助金等交付申請書」に次の書類を添付して市長に提出する

　　　　　　①事業計画書　②収支予算書　③大会等の場合は実施要項等

（２）交付決定

（１）の交付申請を受け審査の結果、補助金を交付すべきと決定したものに対して、「補助金交付決定通知書」を送付する。

（３）請求兼振込依頼書の提出
（４）事業実績報告（様式第２号）の提出
補助事業者は当該事業完了後１０日以内に「補助事業実績報告書」を提出する。

（５）補助金等の額の確定

補助事業の完了、中止もしくは廃止に係る事業の成果の報告を受けて、提出書類の審査等を行い、その内容が適正である場合は補助金額を確定し、補助事業者に対し通知する。

（６）補助金の交付

　　　※補助金は原則として補助事業者が当該事業を完了した後において交付する。

【その他】
交付決定の取消し等　　偽りその他不正の手段により補助金の交付の受けたとき、補助金を他の用途に使用したとき、市長の承認を受けないで補助事業により取得又は効用を増加した財産を交付の目的に反して使用・譲渡・貸し付け・担保に供したとき、交付の決定の内容に付した条件に違反または市長の指示に従わないときは補助金の交付を取り消し、又は変更する。 
